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a．魚
ぎ ょ

鱗
り ん

癬
せ ん

ichthyoses

魚鱗癬とは，角層の形成・剥脱機構に異常が生じた結果，全
身の皮膚が乾燥および粗

そ

糙
ぞう

化して落
らく

屑
せつ

を生じる状態のことをい
う．魚の鱗

うろこ

のようにみえることから名づけられた．皮膚の角化
や脱落過程に先天的な異常があり，遺伝性角化症に分類される
ものが大部分であるが，まれに後天的にこの症状を呈する場合
があり，内臓悪性腫瘍に伴うことが多い．魚鱗癬は，原因遺伝
子や臨床症状，罹患部位などによって 10 種類以上に分類され
る（表 15.1）．ここでは代表的な病型について，以下それぞれ
述べる．

1．尋常性魚鱗癬　ichthyosis vulgaris

●常染色体半優性遺伝で，フィラグリンの遺伝子変異による．
皮膚の乾燥と落屑が特徴．魚鱗癬のなかでは最も軽症．

●潜在的な患者も含めると有病率は人口の約 10%と推測され
る．

●乳幼児期に発症し，主に四肢伸側に魚鱗様外観，乾燥，落屑．
夏季に軽快．

●治療は対症的．保湿剤など．

症状
出生時は無症状で，通常は乳幼児期に発症し，青年期以降に

多くは軽快する．四肢伸側や体幹において，皮膚が乾燥し粃
ひ

糠
こう

様，小葉状落屑を呈する．とくに下腿伸側や背部に好発し，関
節屈側，腋窩，外陰は侵されにくい（図 15.1）．自覚症状はなく，

A．遺伝性角化症　hereditary keratoses

表 15.1　魚鱗癬の分類（【　】内は従来の病名）
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近年角化のメカニズムが次々と明らかになりつつあり，不明とされていた遺伝性角化症の原因遺伝子が同定さ
れてきている．しかし今なお原因不明な角化症もあり，今後のさらなる解明が期待される分野の一つである．
角化症は遺伝性角化症（魚鱗癬，D

ダリエー

arier 病など）と後天性角化症とに大別され，さらに後天性角化症は，炎症
を主体とし瘙

そう

痒
よう

などを伴う炎症性角化症（乾癬，扁平苔
たい

癬
せん

など），炎症を伴わない非炎症性角化症（鶏
けい

眼
がん

，胼
べん

胝
ち

）
に分類することができる．本章では，以上の分類に基づいて代表的な角化症について解説する．

15章 角化症
Disorders of keratinization
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まれに瘙痒がある程度．夏季に軽快する．掌紋の増強（palmo-
plantar hyperlinearity，図 15.1②）や毛孔性角化症を伴う．ア
トピー性皮膚炎に合併することも多い（7 章 p.119 参照）．

病因
角層間に存在し，保湿などにかかわるフィラグリン（filag-

grin；FLG）遺伝子変異により，角層脱落の障害，皮膚の乾燥
や落屑を生じる（1 章 p.8 参照）．常染色体半優性遺伝（semi-
dominant）を示し，フィラグリン遺伝子の両方のアレル（対
立遺伝子）に変異遺伝子をもつ患者は症状が強くなる．

病理所見
過角化を認める．HE 染色では顆粒層が菲薄化ないし消失し

ているようにみえる．

診断・鑑別診断
皮疹の分布，家族歴や掌紋の増強などから診断する．他の遺

伝性魚鱗癬では出生時から発症し，四肢関節屈側も侵されるこ
とが多い（表 15.2）．アトピー性皮膚炎患者の 20 〜 50％はフ
ィラグリン遺伝子変異をもっていることも最近解明された（7
章 p.119 参照）．すなわちアトピー性皮膚炎患者でみられるド
ライスキンの多くは本症である．

治療
対症療法が主体となる．保湿剤，サリチル酸ワセリン，活性

型ビタミン D3 外用などを行う．

表 15.2　魚鱗癬の各病型の比較

図 15.1①　尋常性魚鱗癬（ichthyosis vulgaris）
皮膚は乾燥し粃糠様，小葉状落屑を呈する．




